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こ
の
調
査
は
食
品
関
係
企
業
の
景
況

動
向
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
、一
九
九

七
年
よ
り
全
国
の
約
七
〇
〇
〇
社
の
企

業
を
対
象
に
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、二
〇
一
七
年
上
半
期（
二
〇

一
七
年
七
月
一
日
時
点
）景
況
動
向
と
共

に
、原
料
原
産
地
表
示
の
取
り
扱
い
や

労
働
力
不
足
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　
課
題
は
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
変
更

　

原
料
原
産
地
表
示
制
度
と
は
、国
内

で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品
の
原
材
料
の

産
地
を
商
品
に
表
示
す
る
と
い
う
制
度

で
す
。二
〇
一
六
年
一
一
月
二
九
日
の「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」に

お
い
て「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」が
決
定
さ
れ
、一
七
年
九
月
一
日
に

原
料
原
産
地
表
示
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、表
示
対

象
と
な
る
商
品
は
一
部
の
加
工
食
品
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、改
正
後
は
全

て
の
加
工
食
品（
輸
入
品
を
除
く
）に
そ

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
品
関
係
企
業
の
う
ち
、食
品
製
造

業
者
に
原
料
原
産
地
表
示
の
実
施
状
況

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、五
〇
・
五
％
の
企
業

が「
既
に
実
施
し
て
い
る
」と
回
答
し
ま

し
た（
図
１
）。ま
た「
現
在
対
応
中
で
あ

る
」が
一
四・五
％
、「
実
施
し
て
い
な
い
が
、

今
後
実
施
予
定
で
あ
る
」が
二
二
・
六
％

で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、食
品
製
造

業
者
の
八
七
・
六
％
が
原
料
原
産
地
表
示

を
実
施
済
み
、ま
た
は
実
施
予
定
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

実
施
状
況
を
売
上
高
階
層
別
に
見
る

と
、売
上
高
が
小
さ
い
階
層
ほ
ど
既
に
原

料
原
産
地
表
示
を
実
施
し
て
い
る
割
合

が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

原
料
原
産
地
表
示
に
つ
い
て「
現
在
対

応
中
で
あ
る
」ま
た
は「
今
後
実
施
予
定

で
あ
る
」と
回
答
し
た
企
業
に
、検
討
し

て
い
る
表
示
方
法
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
国
別
重
量
順
表
示
を
行
う
」が
六
一
・

三
％
と
最
も
多
く
、約
六
割
が
制
度
の

原
則
的
な
表
示
方
法
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
２
）。

　

表
示
方
法
を
売
上
高
階
層
別
に
見
る

と
、売
上
高
が
小
さ
い
階
層
ほ
ど
国
別
重

量
順
表
示
を
、売
上
高
が
大
き
い
階
層
ほ

ど
可
能
性
表
示
を
検
討
し
て
い
る
割
合
が

大
き
く
な
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、原
料
原
産
地
表
示
を「
今
後
実

施
予
定
で
あ
る
」ま
た
は「
実
施
す
る
予

定
は
な
い
」と
回
答
し
た
企
業
に
、原
料

原
産
地
表
示
を
実
施
す
る
上
で
の
課
題

を
聞
い
た
と
こ
ろ「
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

変
更（
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
）」

が
四
〇
・
六
％
と
最
も
多
く
、商
品
包
装

の
変
更
な
ど
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す（
図
３
）。

　

実
施
課
題
を
売
上
高
階
層
別
に
見
る

と
、売
上
高
が
五
億
円
未
満
の
階
層
で
は

五
割
以
上
が
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
変
更

が
原
料
原
産
地
表
示
実
施
の
課
題
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
、原
料
原
産
地
表
示
を
営
業
・
販

売
戦
略
に
活
か
せ
る
か
を
聞
い
た
と
こ

原料原産地表示
食品製造業者の約５割が
営業・販売戦略に
活かせると前向き

２０１７年９月１日に原料原産地表示制度が改正され
ました。これに先立ち、７月時点での制度に対する食
品製造業者の対応状況や課題などを調査しました。
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●

ろ「
大
い
に
活
か
せ
る
」ま
た
は「
活
か
せ

る
」と
回
答
し
た
企
業
は
四
六
・
六
％
と

な
り
、五
割
近
く
の
食
品
製
造
業
者
が

原
料
原
産
地
表
示
を
営
業
・
販
売
戦
略

に
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た（
図
４
）。

　

売
上
高
階
層
別
で
は
、売
上
高
が
小
さ

い
階
層
ほ
ど
原
料
原
産
地
表
示
を
営
業
・

販
売
戦
略
に
活
用
で
き
る
と
回
答
し
て

い
る
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、原
料
原
産
地
表
示
を
営
業
・
販

売
戦
略
に「
大
い
に
活
か
せ
る
」ま
た
は

「
活
か
せ
る
」と
回
答
し
た
方
に
、そ
の
活

用
方
法
を
聞
い
た
と
こ
ろ「
商
品
Ｐ
Ｒ
」

が
六
〇・八
％
、「
競
合
他
社
商
品
と
の
差

別
化
」が
五
七
・
三
％
、「
新
規
取
引
先
の

開
拓
」が
二
一・九
％
と
続
き
ま
し
た（
図

５
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、原
料
原
産
地
表
示
に

よ
り
商
品
の
由
来
を
消
費
者
に
伝
え
る

と
い
う
面
で
も
営
業
・
販
売
に
お
い
て
有

効
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
食
品
企
業
の
労
働
力
不
足
が
深
刻

　

さ
て
今
回
の
景
況
動
向
調
査
で
は
、二

〇
一
七
年
通
年
見
通
し
の
雇
用
判
断
Ｄ

Ｉ
が
調
査
開
始
以
来
最
大
と
な
り
、人

手
不
足
感
が
高
ま
っ
て
い
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、雇
用
労
働
力
に
つ
い
て「
不

足
」と
回
答
し
た
食
品
関
係
企
業
を
対

―２０１７年上半期 食品産業動向調査―
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象
に
労
働
力
不
足
の
原
因
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、全
業
種
で「
求
人
に
対
す
る
応
募

が
な
い
」が
八
六
・
四
％
と
最
も
多
く
な

り
ま
し
た（
図
６
）。さ
ら
に
飲
食
業（
外

食
）で
は「
離
職
者
が
多
い
」が
四
八
・

八
％
と
他
業
種
に
比
べ
突
出
し
て
高
く

な
り
ま
し
た
。

　

労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
職
種
を
聞

い
た
と
こ
ろ「
商
品
生
産（
単
純
作
業
）」

が
六
二
・
〇
％
、「
商
品
生
産（
熟
練
作

業
）」が
四
三
・
〇
％
、「
営
業
・
販
売
」が

四
〇
・
六
％
と
続
き
ま
し
た（
図
７
）。

　

業
種
別
に
見
る
と
、製
造
業
で
は「
商

品
生
産（
単
純
作
業
）」と「
商
品
生
産

（
熟
練
作
業
）」で
、他
業
種
は「
営
業・販

売
」や「
流
通
や
運
搬
に
関
す
る
作
業
」で

労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、各

業
種
に
お
い
て「
現
場
」で
必
要
と
さ
れ

る
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

労
働
力
不
足
の
解
決
策
と
し
て
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
労
働
条
件
の
改
善（
賃
金
の
値
上
げ
、勤

務
時
間
の
短
縮
な
ど
）」が
六
九
・
七
％
、

「
作
業
工
程
の
機
械
化
」が
四
二・二
％
と

な
り
ま
し
た（
図
８
）。こ
の
こ
と
か
ら
、

労
働
条
件
の
改
善
が
最
も
効
果
的
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
景
況
Ｄ
Ｉ
は
二
年
ぶ
り
マ
イ
ナ
ス

　

景
況
Ｄ
Ｉ（
売
上
高
、経
常
利
益
、資

金
繰
り
の
各
Ｄ
Ｉ
の
平
均
で
、景
況
感
を

図１　原料原産地表示の実施状況図２　検討中の表示方法

図４　原料原産地表示を営業・販売戦略に活かせるか 図３　原料原産地表示を実施する上での課題
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既に実施している

商品パッケージの変更（デザインやレイアウトなど）大いに活かせる

現行同様、国別重量順表示を行う

実施しておらず、今後も実施する予定はない

商品のPR方法や販促方法
活かせない

実施していないが、今後実施予定である

加工食品を原料としている場合、製造業者との調整あまり活かせない

輸入国が3カ国以上のため、大くくり表示を行う

現在対応中である

原料原産地が変わる場合の速やかな対応活かせる

産地を切り替える可能性があるため、可能性表示を行う

※売上高未記入先・不明先5先は除く ※売上高未記入先・不明先25先は除く

※売上高未記入先・不明先8先は除く※売上高未記入先・不明先24先は除く

その他どちらともいえない
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示
す
景
況
動
向
指
数
）は
、二
〇
一
五
年

上
半
期
か
ら
前
回
調
査（
一
六
年
下
半

期
）ま
で
プ
ラ
ス
値
を
維
持
し
て
い
ま
し

た
が
、今
回
調
査
で
は
七
・
一
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
▲
六
・
五
と
な
り
、二
年
ぶ
り
に

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
ま
し
た（
図
９
）。こ
れ

は
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
、資
金

繰
り
Ｄ
Ｉ
が
い
ず
れ
も
低
下
し
て
い
ま

す
が
、特
に
売
上
高
Ｄ
Ｉ
が
一
〇
・
六
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
▲
八
・
〇
と
な
っ
た
こ
と

が
主
な
原
因
で
す
。

　

先
行
き
一
七
年
下
半
期
の
景
況
Ｄ
Ｉ

に
つ
い
て
は
、一
七
年
上
半
期
に
比
べ
売

上
高
Ｄ
Ｉ
と
経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
が
上
昇
す

る
こ
と
か
ら
五
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲

一
・
三
と
な
り
マ
イ
ナ
ス
幅
は
縮
小
す
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
別
で
は
、一
〇
地
域
全
て
で
前
回

調
査
か
ら
〇
・
一
～
一
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト

幅
の
低
下
と
な
り
ま
し
た（
図
10
）。

　

先
行
き
一
七
年
下
半
期
に
つ
い
て
は
、

一
七
年
上
半
期
に
比
べ
、一
〇
地
域
全
て

で
〇・一
～
一
一・九
ポ
イ
ン
ト
幅
で
上
昇

す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
、八
・
六
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た
も
の
の
、七
・
六
と
プ
ラ
ス
値

を
維
持
す
る
一
方
で
、販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は

ほ
ぼ
横
ば
い
の
▲
六
・
七
と
な
り
ま
し
た

（
図
11
）。先
行
き
一
七
年
下
半
期
で
は
販

売
数
量
Ｄ
Ｉ
が
一
一
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
五
・
二
、販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
ほ
ぼ
横
ば

い
の
六
・
九
と
、共
に
プ
ラ
ス
値
と
な
る

図６　労働力不足の原因 図５　原料原産地表示の営業・販売戦略への活用方法（複数回答）

図７　労働力が不足している職種図８　労働力不足の解決策として効果が期待できるもの
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差別化

新規取引先の開拓
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商品開発
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労働条件の改善
（賃金の値上げ、
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機械化・IT化したいが
投資額が過大

機械化・IT化したいが
資金面で不足

85.6
84.1
91.4
95.1

86.4
24.7

18.3
32.0

48.8
25.4

25.4
20.7
24.2
29.3

24.5

16.7
10.6
10.2
17.1
14.9

11.2
5.3
4.7
2.4
8.8

5.7
2.9
2.3
0.0
4.5

製造業

飲食業（外食）
小売業
卸売業

食品産業計

76.4
35.4
35.2
39.0

62.0

53.0
20.8
27.3
31.7

43.0

30.0
59.0
62.5

58.5
40.6

12.3
36.8
35.2

7.3
19.2

14.0
19.8

12.5
12.2
14.7

14.2
3.8
1.6
2.4

10.2

14.2
6.1
7.0
7.3
11.5

2.7
1.4
2.3

19.5
3.1

製造業

飲食業（外食）
小売業
卸売業

食品産業計

66.2
74.4
77.2
80.5

69.7

54.0
19.4
23.6
22.0

42.2

36.1
17.5
24.4
31.7
30.9

32.2
18.0
22.0

12.2
27.4

21.1
22.3

36.2
43.9

24.1

14.8
19.0
25.2
29.3

17.4

13.9
9.5
16.5

4.9
13.0

2.9
6.2
7.9
7.3
4.3

3.3
5.2
3.9

12.2
4.0

製造業

飲食業（外食）
小売業
卸売業

食品産業計

60.8

57.3

21.9

17.2

14.7

3.4

（n=743）
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見
通
し
で
す
。

　

仕
入
れ
価
格
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
よ
り

三
・
七
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
三
七
・
六
と
な

り
ま
し
た（
図
12
）。先
行
き
一
七
年
下
半

期
で
は
三・八
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
三
三・八

と
価
格
上
昇
は
落
ち
着
く
見
通
し
で
す
。

　

雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
か
ら
ほ

ぼ
横
ば
い
の
三
三
・
四
と
な
り
、深
刻
な

労
働
力
不
足
の
状
況
は
継
続
し
て
い
ま

す（
図
13
）。先
行
き
一
七
年
下
半
期
で
は

四
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
三
七
・
八
と
雇

用
の
不
足
感
は
よ
り
高
く
な
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
投
資
Ｄ
Ｉ（
一
七
年
上
半
期
時
点

で
の
一
七
年
通
年
の
設
備
投
資
額
の
見

通
し
）は
、前
回
調
査
よ
り
も
四・一
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
九
・
九
と
プ
ラ
ス
値
が
拡
大

し
て
お
り
、設
備
投
資
へ
の
意
欲
が
高

ま
っ
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図

14
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
情
報
企
画
部　

山
本 

晶
子
）

︻
調
査
要
領
︼

⃝

調
査
時
点
：
二
〇
一
七
年
七
月
一
日

⃝

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
付
し
、

郵
送
で
回
収

⃝

調
査
対
象
：
公
庫
の
お
客
さ
ま
を
含
む
全
国

の
食
品
関
係
企
業（
製
造
業
、卸
売
業
、小
売

業
、飲
食
業
）七
〇
二
七
社

⃝

有
効
回
収
数
：
二
五
七
一
社（
回
収
率
三
六
・

六
％
）

　

う
ち
、食
品
製
造
業
一
六
九
五
社
、食
品
卸

売
業
六
一
六
社
、食
品
小
売
業
二
一
五
社
、飲

食
業
四
五
社

図９　景況ＤＩ（食品産業、製造業）および日銀短観の推移

図11　販売数量ＤＩおよび販売価格ＤＩの推移

（暦年、半期）

（調査時点）（暦年、半期）

日銀短観（全産業・全規模） 日銀短観（製造業・全規模）
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図10　地域別景況ＤＩの推移
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図12　仕入れ価格ＤＩの推移
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図13　雇用判断ＤＩと有効求人倍率の推移

（暦年、半期）

有効求人倍率
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図14　設備投資ＤＩの推移
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